
全日本シニア選手権大会 ご出場の皆様へ 

選手・運営スタッフ並びにそれらの方々のご家族等の安全を最優先に、感染拡大のリスクを最大限

に排除した上で開催してまいります。その為、大会に関わる全ての方に（本大会開催に向けたガイドライ

ン）を遵守して頂く必要がございますので、宜しくお願い申し上げます。当日朝のチェックシート記入を以

て、ご理解・ご了承頂けたものと判断させて頂きます。 

＊政府の方針や、ＮＢＡ・ＪＰＢＦから必要と判断された場合は大会ガイドラインの改定や緩和を行い、

その都度関係者に通達いたします。 

 

大 会 ガ イ ド ラ イ ン 
大会前日時点において、参加関係者が以下のア～カのいずれかの事項に該当する場合は自主的に

参加の自粛や棄権をしてください。 

大会当日受付にて、検温 及び 書面の記入による確認も行います。 

該当する場合は大会参加を拒否もしくは退場を求めることがございます。 

 

①  ア  37.0℃を超える発熱がある  

イ  咳（せき）、のどの痛みなど風邪の症状、嗅覚や味覚の異常がある  

ウ  平常より体が重く感じる（だるさ、倦怠感）、疲れやすい、息苦しい（呼吸困難）等

を感じる  

エ  新型コロナウイルス感染症陽性とされた者との濃厚接触がある  

オ  同居家族や身近な知人の中で感染が疑われる方がいる  

カ  過去14 日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域

等への渡航又は当該在住者との濃厚接触がある 

②  マスク・ハンカチを持参（会場入場後は常にマスクを正しく着用：プレー中も同様） 

③  こまめな手洗い、アルコール等による手指の消毒を実施すること 

④  他の参加者、主催者スタッフ等との距離を確保すること（但し、介助が必要な方を除く） 

⑤ マスクを着用していても、大会開催中は大きな声での会話・応援等をしないこと 

⑥  飲食等でやむを得ずマスクを外す場合は対面に人が居ない事を確認し、会話を避けること 

⑦ 感染拡大防止のために主管者が決めた事項やその他の措置を遵守し、主管者の指示に従うこと 

⑧ 大会終了後２週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症（無症状であっても、検査にお

いて陽性反応が出た場合も含む）した場合は、主催者に対して速やかに濃厚接触者の有無等

について報告すること 



【 選手の皆様へ 】  

＊共有物を最小限にしてください （出来る限りマイチョークやキューを拭くタオル・筆記用具等ご持

参ください） 

＊本大会では、試合の進行より安全確保を最重要とさせて頂きます。そのため、審判やスタッ

フから席移動等の指示を受けた際は速やかに従ってください。 

＊本大会では、試合前後の握手は控えてください。 

＊試合中も待機中も、他の参加者と密にならないでください（自主的に席を移動する等、常に

心掛けてください） 

 

【 式 典 】 

① カメラマンは、あらゆる撮影において被写体との間隔を十分にとること 

② ワンショット（優勝者１名での撮影等）以外、いかなる場合もマスク着用にて撮影すること 

③ 閉会式（表彰式）でも、式典参加者の数を極力減らし内容を簡略化すること 

④ 表彰式での握手・抱擁・歓声は避けること 

⑤ 他、必要に応じながら柔軟な対応をすること 

 

【 運営スタッフ・店舗スタッフ 】 

① 各事項のチェックリストを作成し、遵守されているか定期的に巡回・確認することによ

り、参加関係者 及び そのご家族等への感染防止に取り組みます。 

② 受付カウンター・控室には、手指消毒剤を設置すること 

③ 選手・審判・スタッフ等全ての方を対象に、入場時の検温を行い記録すること 

非接触型体温計にて検温（37.0℃を超えている方） → 若干の休憩を以て再検温（そこで

37.0℃を超えている方は退場の措置をとります） 

④ 受付時の混雑を避けるため、必要に応じて待機者の誘導を行うこと 

⑤ 入場者が使用する筆記用具は、使用後必ず消毒すること 

⑥ 毎ゲーム終了時にボール・クロスを清掃し、レール部分や共有する器具（ブリッジやリモ

コン等）のアルコール消毒を実行すること 

⑦ 複数の参加者が触れると考えられる場所（ドアノブ、水洗トイレのレバー等）について

は、こまめに消毒すること 

⑧ トイレの蓋を閉めて流すことを促す表示をすること 

⑨ 手洗い場には石鹸（ポンプ型が望ましい）を用意すること 

⑩ 手洗いは30秒以上等の掲示をすること 

⑪ 手を拭くための使い捨てペーパータオルを用意する。布タオルや手指を乾燥させる設備は

使用しないこと 

⑫ 参加関係者が密な状態とならないよう通路等をコントロールすること 

⑬ マスク・手袋等の回収や、感染の恐れがあるゴミの管理を怠らないこと 


